
AromaOfficeを使用した解析と
におい嗅ぎGCMS解析の比較紹介

ピリジン

2-Franmethanol

Butyrolactone

イソ吉草酸 グアイアコール

グアイアコールイソ吉草酸

☆コーヒーの香気成分について
AromaOffice解析とにおい嗅ぎ
GCMS解析の比較を行った

におい嗅ぎGCMSの結果、一番ピークが大
きいのはピリジンであるが、においは感
じられなかった。
ピークが小さいイソ吉草酸やグアイア
コールのにおいが人の鼻では強く感じた。

一番大きい
ピークにおいせず

TIC

OID

25分～29分付近の拡大クロマトグラム



化合物名におい質検知時間 (分)
硫黄 ちょっと土っぽい7.71 

Butanal, 3-methyl-酸っぱい、ツンとする11.62 
少しツンとする13.93 
塩ビ 少し香ばしい16.24 

Furan, 2-(methoxymethyl)-溶剤、シンナー19.15 

ニガイ24.722 
2-Furanmethanolあられ 香ばしい25.323 
Butyrolactone+Isovaleric acid(イソ吉草酸)けもの ツンとする酸っぱい（強い臭気）25.324 

いいにおい せっけん26.325 
カラメル27.626 

Guiacol（Phenol, 2-methoxy-）甘いおかし（強い臭気)28.027 
Maltol甘い29.228 
Phenol, 4-ethyl-2-methoxy-厚紙29.729 

・におい嗅ぎGCMS解析結果

全体で25.3分と28.0分のピーク
付近でにおいを強く感じた

実際にサンプルか
らのにおいを直接
人が嗅いで成分を
検出

Charactor化合物名(AromaOffice)
コンポーネント

面積RT

acrid3-methylbutanal87381111.6436
characteristic ketone odor2-pentanone14111313.2257
fruity2,3-pentadione95162215.1948
fruity odor3-Penten-2-one9200016.9109
alcoholicbutanol18892517.25010
fat-likepyridine800016218.25011
herbaceous3-Methyl-3-butenol9867619.36212

burnedfuranmethanol192742125.36732
acidicIsovaleric acid(イソ吉草酸)15769625.44633
aromaticGuiacol（Phenol,2-methoxy-)10897827.92134
acidPhenol8272829.33035

・Aromaoffice解析結果 専門ライブラリに記
載されたにおい質

この2化合物のにおいが強
いかどうかはわからない

香気成分として
pyridineを検出

におい専門ライ
ブラリによる成
分の検出。にお
い嗅ぎGCMSより
多くの香気成分
を検出

★AromaOfficeを使った解析では、実際のにおいの強弱はわからないが、

サンプルに含む香気成分の専門ライブラリによる自動検索を行うことが

できる。（ライブラリ検索の為、人の官能による特徴や強さは不明）

★におい嗅ぎGCMSの結果では、実際に人がにおいを嗅いだ際の質の情報や

強弱が反映され、どの化合物の寄与が高いかがわかる。

（サンプルの特徴的なにおいや強さを人が実際に嗅いで判断）

AromaOfficeで検索されないよう
なにおいも人が実際に嗅いで検知


